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(54)【発明の名称】 先端にスキャン面回転のためのモータを備えた経食道超音波プローブ

(57)【要約】
【課題】  内部臓器の多重面超音波スキャンを得るため
に機械的リンク機構を使用してトランスジューサを回転
させることに関連する従来の問題及び限界に対処したＴ
ＥＥプローブを提供する。
【解決手段】  スキャン面回転可能な経食道超音波プロ
ーブ（５）は、その遠位端にプローブ・ヘッド（２０）
を接続させた内視鏡（１０）を含む。このプローブ・ヘ
ッド（２０）にはトランスジューサ（３０）を固定させ
る。このトランスジューサ（３０）には伝達機構（５
０）を接続させる。内視鏡（１０）の遠位端の位置でモ
ータ（４０）を伝達機構（５０）に接続させる。最後
に、モータ（４０）に電線（６０）を接続する。経食道
超音波プローブ（５）は、スキャン面を回転させるため
に経食道超音波プローブ（５）の先端でモータ（４０）
を使用する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】内視鏡（１０）と、
前記内視鏡（１０）の遠位端に接続したプローブ・ヘッ
ド（２０）と、
前記プローブ・ヘッド（２０）に固定させたトランスジ
ューサ（３０）と、
前記トランスジューサ（３０）に接続した伝達機構（５
０）と、
内視鏡（１０）の遠位端において前記伝達機構（５０）
に接続させたモータ（４０）と、
前記モータ（４０）に接続した電線（６０）と、を備え
るスキャン面回転可能な経食道超音波プローブ（５）。
【請求項２】  前記トランスジューサ（３０）、伝達機
構（５０）及びモータ（４０）の全体がプローブ・ヘッ
ド（２０）内に配置されている、請求項１に記載のスキ
ャン面回転可能な経食道超音波プローブ（５）。
【請求項３】  前記電線（６０）がモータ（４０）から
経食道超音波プローブ（５）の近位端まで延びている、
請求項１に記載のスキャン面回転可能な経食道超音波プ
ローブ（５）。
【請求項４】  前記モータ（４０）が回転モータである
請求項１に記載のスキャン面回転可能な経食道超音波プ
ローブ（５）。
【請求項５】  前記モータ（４０）が圧電モータであ
り、かつ前記伝達機構（５０）がトランスジューサ（３
０）の外周の周りに固定した静止圧電ドライブ（１０
０）である、請求項１に記載のスキャン面回転可能な経
食道超音波プローブ（５）。
【請求項６】  前記圧電モータ（１１０）がトランスジ
ューサ（３０）の下側に配置されており、かつ前記圧電
モータ（１１０）とトランスジューサ（３０）は共通の
中心軸を共有している、請求項５に記載のスキャン面回
転可能な経食道超音波プローブ（５）。
【請求項７】  前記伝達機構（５０）が、トランスジュ
ーサ（３０）の外周の周りに固定した複数の歯車歯（８
０）に接続させたラチェット（７０）を備える、請求項
１に記載のスキャン面回転可能な経食道超音波プローブ
（５）。
【請求項８】  スキャン面回転可能な経食道超音波プロ
ーブ（５）であって、
内視鏡（１０）と、
前記内視鏡（１０）の遠位端に接続したプローブ・ヘッ
ド（２０）と、
前記プローブ・ヘッド（２０）に固定させたトランスジ
ューサ（３０）と、
前記トランスジューサ（３０）に接続した伝達機構（５
０）と、
内視鏡（１０）の遠位端において前記伝達機構（５０）
に接続させたモータ（４０）と、
前記モータ（４０）に接続しており、かつ該経食道超音*
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*波プローブ（５）の近位端まで延びている電線（６０）
と、
を備えるスキャン面回転可能な経食道超音波プローブ
（５）。
【請求項９】  前記トランスジューサ（３０）、伝達機
構（５０）及びモータ（４０）の全体がプローブ・ヘッ
ド（２０）内に配置されている、請求項８に記載のスキ
ャン面回転可能な経食道超音波プローブ（５）。
【請求項１０】  前記モータ（４０）が圧電モータ（１
１０）である請求項８に記載のスキャン面回転可能な経
食道超音波プローブ（５）。
【請求項１１】  前記圧電モータ（１１０）がトランス
ジューサ（３０）の下側に配置されており、かつ前記圧
電モータ（１１０）とトランスジューサ（３０）は共通
の中心軸を共有している、請求項１０に記載のスキャン
面回転可能な経食道超音波プローブ（５）。
【請求項１２】  スキャン面回転可能な経食道超音波プ
ローブ（５）であって、
内視鏡（１０）と、
前記内視鏡（１０）の遠位端に接続したプローブ・ヘッ
ド（２０）と、
前記プローブ・ヘッド（２０）の内部に固定させたトラ
ンスジューサ（３０）と、
前記プローブ・ヘッド（２０）の内部に固定させかつ前
記トランスジューサ（３０）に接続させた伝達機構（５
０）と、
前記プローブ・ヘッド（２０）の内部に固定させかつ前
記伝達機構（５０）に接続させたモータ（４０）と、
前記モータ（４０）に接続しており、かつ該経食道超音
波プローブ（５）の近位端まで延びている電線（６０）
と、を備えるスキャン面回転可能な経食道超音波プロー
ブ（５）。
【請求項１３】  前記モータ（４０）が回転モータであ
る請求項１２に記載のスキャン面回転可能な経食道超音
波プローブ（５）。
【請求項１４】  前記モータ（４０）が圧電モータ（１
１０）であり、かつ前記伝達機構（５０）がトランスジ
ューサ（３０）の外周の周りに固定させた静止圧電ドラ
イブ（１００）である、請求項１２に記載のスキャン面
回転可能な経食道超音波プローブ（５）。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、プローブに関し、
特に、本発明は、人体臓器（特に、心臓）を画像化する
ために使用される経食道心エコー法（ＴＥＥ）用プロー
ブに関する。
【０００２】
【発明の背景】ＴＥＥプローブは、当技術分野ではよく
知られており、半可撓性の内視鏡の端部に取り付けた超
音波トランスジューサを備えている。この内視鏡は、典
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型的には、超音波トランスジューサが対象臓器を画像化
するために最適に位置決めできるように、操作者による
内視鏡の遠位端の回転または移動を可能とするための連
結区間をその遠位端に有している。この連結区間の動き
は、内視鏡の近位端に配置したハンドル上に配置させた
制御器を介して統制された方式で行われる。内視鏡が半
可撓性の性質であるため、担当医や臨床医は心臓その他
の対象構造の超音波イメージングをする部位まで患者の
食道を通して超音波トランスジューサを導入することが
できた。
【０００３】初期の従来型ＴＥＥプローブでは単一面ス
キャンしかできなかった。こうした初期のＴＥＥプロー
ブでは操作者がプローブを回したり前後に移動させたり
して、超音波トランスジューサのビームを所与のスキャ
ン面全体にスキャンさせることになる。この世代のＴＥ
Ｅプローブにより操作者に具体的な関心対象臓器の単一
面スキャンを提供することができたが、多重面（ｍｕｌ
ｔｉ－ｐｌａｎｅ）スキャンは提供することができなか
った。その後のＴＥＥプローブでは、２つの固定の向き
でバイプレーン（ｂｉ－ｐｌａｎｅ）スキャンができる
ように２つのトランスジューサを使用した。
【０００４】従来のＴＥＥプローブは続いて、選択可能
な複数のスキャン面での自由な超音波スキャンが可能と
なるように改良された。この多重面スキャンは、ＴＥＥ
プローブの超音波トランスジューサをプローブの近位端
から機械的に回転させることにより実現させた。超音波
トランスジューサの機械的回転は、ＴＥＥプローブの近
位端からプローブの遠位端に配置した超音波トランスジ
ューサまで延びる機械的リンク機構を用いて実現させ
た。こうした従来の装置で使用される機械的リンク機構
の種類は当技術分野にはよく知られており、前進／後退
（ｐｕｓｈ／ｐｕｌｌ）するワイヤか可撓性のアクスル
のいずれかの利用を伴っていた。こうした従来のＴＥＥ
プローブでは、操作者は機械的リンク機構を操作でき、
これによりＴＥＥプローブの近位端に配置したハンドル
を介して超音波トランスジューサのスキャン面も操作す
ることができた。このハンドルは、ＴＥＥプローブの機
械的リンク機構を操作し、これにより関心対象臓器の多
重面超音波スキャンを提供するために、機械的伝達機構
（例えば、機械的ホイール）やモータを使用していた。
【０００５】しかし、従来のＴＥＥプローブは機械的リ
ンク機構を使用するため、プローブのハンドル位置で計
測し表示させるスキャン面角の正確さが制限されてい
た。その理由は主に、機械的リンク機構を使用して超音
波トランスジューサを回転させるために生じる機械的ヒ
ステリシスやばね作用効果のためであった。さらに、リ
ンク機構は機械的性格のために誤差を生じやすく、ま
た、従来のＴＥＥプローブの信頼度に対してマイナスの
影響を及ぼした。手短に言えば、ＴＥＥプローブで機械
的リンク機構を使用することに関連するスキャン面の計
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測確度に対する有害な影響、並びに信頼度が低下するこ
とが、従来のＴＥＥプローブの望ましくない特徴であり
限界であった。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】したがって、内部臓器
の多重面超音波スキャンを得るために機械的リンク機構
を使用してトランスジューサを回転させることに関連す
る従来の問題及び限界に対処したＴＥＥプローブが必要
とされている。
【０００７】
【課題を解決するための手段】本発明の好ましい実施の
一形態では、スキャン面回転可能な経食道超音波プロー
ブは、その遠位端にプローブ・ヘッドを接続させた内視
鏡を含む。このプローブ・ヘッドにはトランスジューサ
が固定されており、このトランスジューサには伝達機構
が接続されており、さらに、内視鏡の遠位端の位置で伝
達機構にモータを接続させている。モータには電線を接
続し、この電線は経食道超音波プローブの近位端まで延
びている。モータ、伝達機構及びトランスジューサの構
成は、様々な性能特性を達成するために多くの方法で変
更させることができる。モータ、伝達機構及びトランス
ジューサはすべて、プローブ・ヘッド内に配置させるこ
とが好ましい。
【０００８】別の実施形態では、スキャン面回転可能な
経食道超音波プローブは、その遠位端にプローブ・ヘッ
ドを接続させた内視鏡を含む。プローブ・ヘッドの内部
にはトランスジューサを固定させている。さらに、伝達
機構をプローブ・ヘッドの内部に固定させ、かつトラン
スジューサと接続させている。さらに、モータをプロー
ブ・ヘッドの内部に固定させ、かつ伝達機構と接続させ
ている。最後に、このモータには電線を接続し、かつこ
の電線は経食道超音波プローブの近位端まで延びてい
る。
【０００９】この好ましい実施形態は多くの利点を有し
ている。詳細には、本発明は、経食道超音波プローブの
遠位先端にモータを使用しており、臨床医は、トランス
ジューサに接続させた伝達機構を使用してトランスジュ
ーサをトランスジューサ面に垂直な軸の周りで回転させ
ることにより、トランスジューサのスキャン面を思い通
りに変更できる。このモータには電線を通じて給電し、
このため従来の装置の機械的リンク機構は不要となる。
本発明のその他の特徴及び利点は以下の説明により明ら
かとなろう。
【００１０】本発明の追加的な目的及び特徴は、添付の
図面と関連して好ましい実施形態を取り上げている以下
の説明から明らかとなろう。
【００１１】
【発明の実施の形態】図１を見ると、スキャン面回転可
能な経食道超音波プローブ５の実施の一形態を図示して
いる。スキャン面回転可能な経食道超音波プローブ５
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は、その遠位端にプローブ・ヘッド２０を接続させた内
視鏡１０を含む。このプローブ・ヘッド２０は、トラン
スジューサ３０と、モータ４０と、伝達機構５０と、電
線６０とを含み、これらのすべてはプローブ・ヘッド２
０内に固定させている。
【００１２】伝達機構５０は、トランスジューサ３０に
対して、トランスジューサ３０を回転させることができ
る方式により接続させている。トランスジューサ３０を
回転させるには、当業者に周知の多くの様々な伝達機構
５０を用いることができる。トランスジューサ３０の回
転により、図１に示すように、超音波のスキャン面を回
転させることができる。プローブ・ヘッド２０のモータ
４０は、伝達機構５０に接続されており、伝達機構５０
に対してパワー、すなわち動力、を提供している。モー
タ４０には電線６０が接続されており、モータ４０に電
力供給するための電路を提供している。電線６０は、ス
キャン面回転可能な経食道超音波プローブ５の近位端か
ら、スキャン面回転可能な経食道超音波プローブ５の遠
位端の位置に配置したモータ４０まで延びており、パワ
ー（例えば、電力）をモータ４０に送っている。
【００１３】図２を見ると、トランスジューサ３０を回
転させるためにラチェット機構を使用している、スキャ
ン面回転可能な経食道超音波プローブ５の伝達機構５０
の実施の一形態を図示している。この実施形態では、伝
達機構５０は、ラチェット７０と、トランスジューサ３
０の周りに固定させた複数の歯車歯８０とを含む。この
ラチェット７０はモータ４０に接続されている。モータ
４０は、トランスジューサ３０を時計方向または反時計
方向のいずれかの方向に回転させることができる方式に
よりラチェット７０を動かせるように設計されている。
トランスジューサ３０の回転は、ラチェット７０とトラ
ンスジューサ３０の周りに固定させた複数の歯車歯８０
との動的な相互作用を通じて引き起こされる。
【００１４】好ましい実施の一形態では、その複数の歯
車歯８０はトランスジューサ３０の周りに均等に分布し
ている。しかし、所望の駆動特性を達成するために、こ
の複数の歯車歯８０の寸法は、当技術分野でよく知られ
た多くの様々な方法で変更することができる。例えば、
トランスジューサ３０の回転に関して十分に小さい増分
を得るために、その複数の歯車歯８０には、噛み合わせ
た、斜め（ｈｅｌｉｃａｌ）歯、ウォーム（ｗｏｒｍ）
歯、かさ型（ｂｅｖｅｌ）歯、またはハイポイド（ｈｙ
ｐｏｉｄ）歯を備えさせる必要がある場合がある。
【００１５】図３を見ると、トランスジューサ３０を回
転させるために回転モータ４０を使用している、スキャ
ン面回転可能な経食道超音波プローブ５の伝達機構５０
の別の実施形態を図示している。この実施形態では、伝
達機構５０は、回転モータ４０に接続させた複数の植込
み歯車（ｃｏｇｗｈｅｅｌ）９０を含むことができる。
この複数の植込み歯車９０は、トランスジューサ３０が
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時計方向または反時計方向のいずれかの方向に回転でき
る方式によりトランスジューサ３０に固定している。回
転モータ４０は、ＤＣモータ、ＡＣモータ、あるいはス
テップ・モータとすることができる。さらに別の実施形
態では、その複数の植込み歯車９０は、トランスジュー
サ３０に運動を伝達するための手段として、ウォームス
クリュー（ｗｏｒｍ  ｓｃｒｅｗ）または駆動ベルトを
備えることがある。この実施形態で説明した回転モータ
４０は当技術分野にはよく知られており、ＲＭＢ  Ｓ．
Ａ．のＳｍｏｏｖｙ製品ラインのマイクロドライブを通
じるなど、多くの会社を通じて市場で入手することがで
きる。
【００１６】図４を見ると、経食道超音波プローブ５の
伝達機構５０の別の実施の一形態を図示している。この
実施形態では、そのモータ４０は圧電モータ１１０であ
り、かつその伝達機構５０はトランスジューサ３０に固
定させた静止圧電ドライブ１００を含む。この静止圧電
ドライブ１００はトランスジューサ３０に対して様々な
方法（例えば、静止圧電ドライブ１００をトランスジュ
ーサ３０に締着することなど）で、固定させることがで
きる。静止圧電ドライブ１００は圧電モータ１１０によ
り駆動させる。実施の一形態では、その静止圧電ドライ
ブ１００は、その内部面上が個別で独立したフィンガ
（ｆｉｎｇｅｒ）に分割されている圧電材料製リングを
含む事前選択の圧電リングとすることができる。次いで
このフィンガは、電極と、このフィンガの動きによりト
ランスジューサ３０の回転を可能にしている電子回路と
に接続させている。動きを生じさせるための圧電モータ
及び静止圧電ドライブの使用については、当技術分野で
よく知られている。本発明の範囲を逸脱することなくト
ランスジューサ３０に対する具体的で所望の回転特性を
得るには、圧電モータ１１０及び静止圧電ドライブ１０
０の厳密な幾何学的配置は様々とすることができること
を理解されたい。
【００１７】実施の一形態では、その圧電モータ１１０
は、機械的手段（典型的には、回転モータに接続して使
用するような手段など）により静止圧電ドライブ１００
を介してトランスジューサ３０に運動を伝達する独立の
構成要素とすることができる。別の実施形態では、その
圧電モータ１１０はトランスジューサ３０と一体とする
ことができ、トランスジューサ３０の外周の周りに固定
させたリングを備えかつ圧電モータ１１０により駆動を
受けている静止圧電ドライブ１００と共に１つのアセン
ブリを形成させることができる。さらに別の実施形態で
は、その圧電モータ１１０はトランスジューサ３０の下
側に配置させ、さらに大きな圧電モータ１１０の使用に
適応させることができる。この場合には、その圧電モー
タ１１０は、トランスジューサ３０の背面の中心を通っ
て延びる軸により運動が直接伝達されるように配置する
ことが好ましい。
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【００１８】これにより、本発明はスキャン面回転可能
な経食道超音波プローブ５を提供できる。スキャン面の
回転は、経食道超音波プローブの遠位先端に配置したモ
ータによりトランスジューサを回転させることにより達
成される。このモータは、電気駆動式、空気駆動式、あ
るいは油圧駆動式とすることができる。さらに、モータ
とトランスジューサの間の向きは、必要に応じて変更す
ることができる。したがって、トランスジューサを回転
させるために従来の経食道超音波プローブの機械的リン
ク機構ではなく経食道超音波プローブの遠位先端に配置
したモータを使用することによって、スキャン面の計測
確度や装置信頼度に対する悪影響が排除される本発明を
好ましい実施形態を参照しながら記載してきたが、当業
者によれば、本発明の範囲を逸脱することなく様々な変
更を行うことができ、また等価物による置換ができるこ
とを理解されたい。さらに、本発明の範囲を逸脱するこ
となく、具体的な状況や材料を本発明の教示に適合させ
た多くの修正をすることもできる。したがって、本発明
を開示した具体的な実施形態に限定しようとする意図は
なく、本発明は添付の特許請求の範囲の範疇に属するす
べての実施形態を包含するものである。
【図面の簡単な説明】
【図１】スキャン面回転可能な経食道超音波プローブの

8
実施の一形態の遠位端の断面図である。
【図２】ラチェット機構を利用している、スキャン面回
転可能な経食道超音波プローブに対する駆動解決策の一
実施形態である。
【図３】回転モータを利用している、スキャン面回転可
能な経食道超音波プローブに対する駆動解決策の別の実
施形態である。
【図４】圧電モータを利用している、スキャン面回転可
能な経食道超音波プローブに対する駆動解決策の別の実
施形態である。
【符号の説明】
５  スキャン面回転可能な経食道超音波プローブ
１０  内視鏡
２０  プローブ・ヘッド
３０  トランスジューサ
４０  モータ
５０  伝達機構
６０  電線
７０  ラチェット
８０  歯車歯
９０  植込み歯車
１００  静止圧電ドライブ
１１０  圧電モータ

【図１】 【図２】 【図３】 【図４】
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